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学校給食
との関わり

凡例の解説

１　原則として、学級活動の時間に実施する。

２　家庭との連携を密にする。

３　学校給食との関連を図る。

４　栄養教諭・学校栄養職員等との連携を図る。

５　保管について

　手引のダウンロードは、下記の島根県教育庁保健体育課ＨＰにアクセスしてください。
　ＨＰアドレス　http://www.pref.shimane.lg.jp/hokentaiku/

実施上の留意点



指導の柱
学年

①食事のリズムとバランス ②食事を楽しむ ③地域の産物・旬の食べ物 ④食生活を見つめる

低学年用
題　　材

１．たべもののなまえ
をしろう

２．みんなといっしょにた
のしいきゅうしょく

３．いまがたべごろお
いしいな

４．おやつのとり方を
かんがえよう

ね ら い

中学年用
題　　材

１．バランスよく食べ
よう

２．みんなで食べよう、楽
しく！おいしく！

３．食べてみよう！ 
地域でとれる食材や
食品

４．よくかんで食べよ
う

ね ら い

高学年用
題　　材

１．朝食をしっかりと
ろう

２．楽しい食事をしよう ３．日本の伝統的な食
事を学ぼう

４．１日の食事や自分
の食生活について考
えよう

ね ら い

「食に関する指導目標」と「食の学習ノート」学習内容との関連



ねらい
●身の回りには、たくさんの食品があることを知
らせ、日常食べている食品の名前や形が分かり、
食品に興味がもてるようにする。

家庭に期待すること
●実物に触れさせるなどして、世の中にはいろい
ろな食品があることを子どもに知らせるととも
に、家族も、様々な食べ物があることを知り、
実際に食品が食卓に出されることを期待する。

学校で
①黄・赤・緑の食品群に分けた食品の絵と
名前を線で結ぶ「たべもののなまえクイ
ズ」をする。
②９種類の食品名をビンゴの枠に書き込
み、学級単位やグループ単位で「たべも
のビンゴ」をする。

解説

たべものなまえクイズの仕方

①食品の名前と絵を線で結ばせる。

②食品からの線は、左右どちらから引かせ
てもよい。
　※線がなるべく交錯しないように

③３群の色分けについては、子どもからの
発言があったときには若干ふれる程度と
し、あえて食品群の内容等には言及しな
い。

④発展学習として、他の食べ物を使って、
学習してもよい。
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解説

解説

ビンゴゲームの仕方

●食品を果物や野菜等に限定して
もいいし、しなくてもよい。

　①９つのますの中に食品の名前
を書く。

　②順番に、食品の名前を１つず
つ発表する。

　③自分が書いた食品の名前を言
われたら、その名前を○で囲
む。

　④縦、横、斜めいずれでも、３
つ○が並んだら、ビンゴにな
る。

　⑤全員ビンゴになるまでやって
もよいし、途中で切って、言
われなかった食品にどのよう
なものがあったか、話し合っ
てもよい。

　⑥ますを別紙に印刷しておき、
時間によっては繰り返し行う
こともできる。

給食との関わり
●給食の時間に、食品名を尋ねたり教えたりしな
がら、食品に興味をもたせる。

家庭で
①学校で学習した様子を伝え、
「おうちの人から」を記入し
てもらい、提出する。

勝ち残りゲームの仕方

●ビンゴゲームのアレンジゲームとして行う。
　①野菜や魚など、ある種類の食べ物に限定して、９つのますに食べ物の名前を書く。
　②教師又は児童が食べ物の名前を言う。
　③それぞれの児童は、自分が書いた食べ物の名前を言われたら、その名前を○で囲む。
　④９つすべてのますが埋まったら終わり。最後まで、１つでも言われなかった食べ物の名前
がある者が勝ち。

　　※ゲームの時間が少ない場合は、残った数が多い者を勝ちとするなどの工夫をする。
　　※時間があれば、言われなかった食べ物にどのようなものがあったか確認し、興味を高める。
　　※初めて知った食べ物などを書くと、勝ち残りやすいことを児童に知らせる。



4 5

解説 解説

ねらい
①給食を作ってくださる人への感謝の気持ち
をもつことができるようにする。
②マナーや食事の準備・かたづけなどの定着
を図る。

家庭に期待すること
●給食の時間との関連を図り、家庭でも楽し
く、マナーを守りながら食事をすることが
できる。
●家庭での食事の役割分担や約束を決めたり
しながら、会話のはずむ楽しい食事に心が
けるようにする。

①給食はどのようにして作られる
のか、写真を見ながら話し合う
ようにする。
　・材料の多さ
　・道具の大きさ
　・何人分の給食を何人で作るの
か

　・作業量の多さ
　・衛生管理　　　など

　※映像や写真などがあるとより
効果的である。

②給食室や給食センターで働いて
おられる方が、どんな気持ちで
作っておられるのかを知り、感
謝の気持ちをはぐくむようにす
る。

　※学校栄養士さんや調理員さん
などに来校していただいて話
を聞くと、より効果的である。

学校で
①給食室や給食センターで働いておられる方の仕事の様子や気持ち
について話し合う。

②給食の順序を確認し、気をつける内容などを考えてノートに書く。
③考えたことを発表し合いながら、共通認識をもつようにする。

給食や終礼の時間
①その日の給食の時間に学習したこと
が、どれだけできたかを確かめる。

②おうちの人に知らせたいことを書く。

①準備
　・身支度（白衣、帽子、マスク）を
整える。

　・手洗いをていねいにする。
　・机の上の整理整頓をする。
　・静かに待つ。

②食事
　・食前、食後のあいさつ。
　・正しい箸の持ち方や姿勢。
　・立ち歩いたり、口の中に食べ物を
入れたまましゃべったりしない。

　・よくかむ。
　・食器を持って食べる。
　・好き嫌いをしないで食べる。
　・楽しい会話をするように心がける。

③後片づけ
　・食器をきちんと返す。
　・机の上や床をきれいにする。
　・ゴミを分別する。

　　※歯磨きの励行



給食との関わり
●給食の当番活動やマナーについて学習したこと
を給食の時間に確かめるようにし、さらに家庭
での食事において生かせるようにする。

解説

　　　　　家庭で
①学校で学習した様子を伝え、「おうちの人から」の
欄に感想などを記入してもらい、学校へ提出する。
②家庭での食事の時の約束を家族と話し合ってみる。

●歯磨きの後、終礼の時間などに行う。
　①○をつけることに戸惑う状況が見られ
ないか確認する。

　　　状況によっては適切な支援を行う。
（担任が読み上げたり、場面を想起さ
せるような配慮をしたりするなど）

　②担任が学習の成果などを認めることに
より、実践意欲を高めるようにする。

　③給食を作ってくださる方への思いや、
自分がこれからがんばりたいことなど
を書くことができるようにする。
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ねらい
●野菜や果物などの食品がいつ頃とれるかを知ら
せ、旬の食べ物への関心を高め、自然の恵みに
感謝する気持ちをもてるようにする。

家庭に期待すること
●子どもに旬の食べ物に関心をもたせ、身近にあ
る旬の野菜などを確認させることにより、家庭
においても季節感のある食事に心がけるように
する。

家庭で
①野菜と果物の絵を見て、家族と一緒に、
春、夏、秋、冬にとれるものを記入する。
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解説 解説

学校で
①家庭で記入したものの点検やその発表をする。
②季節の食べ物について学習する。
※給食と連動しにくい場合は、家庭に呼びかけて、
季節の食べ物を使った料理を作ってもらう、生
活科で作ったものを調理する、等による指導も
考えられる。

給食の時間
①給食に使われている季節の野
菜や果物について学習する。
②学習したことを家庭に知らせ
る。

①四角の中に野菜や果物の名前を家族と一緒
に書くよう指導する。
　※自然環境の中で最盛期を迎える時期をと
らえさせる。（促成栽培、抑制栽培等に
より、採り入れ時期を意図的にずらすも
のは外して考えるようにする。）

②学校で育てているものがあれば、取り上げ
て記入していく。

参考となる資料
「しまねの味図鑑」

●季節の食べ物と自然の恵みについて２にま
とめる。
①おいしい。
②たくさん生産されるため、いろいろな食べ
方ができる。
③旬の時期には、栄養価が高くなる。等

●栄養教諭・学校栄養職員等を講師としたＴ・
Ｔによる指導も考えられる。特に学校給食
の材料を教材として利用すると、より効果
的である。

家庭で
①学校で学習した様子を伝え、
「おうちのひとから」を記入
してもらい、提出する。

給食との関わり
●学習した日の給食に使用されている旬の食べ物
について考え、実物を一緒に食べる。

●栄養教諭・学校栄養職員等と連携の上、食材
の実物等を一緒に見たりすると、食材と料理に
なったものとがつながり、より効果的である。

①当日の献立等が分かりやすいよ
う、給食の献立表を掲示すると
よい。
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解説

バナナ ヨーグルト

たこやき せんべい ばんちゃ

（例）

ねらい
●自分のおやつのとり方を振り返り、量や時
刻を考え、食べ過ぎないようにするなど、
気をつけることができるようにする。

家庭に期待すること
●子どもにとっておやつは必要なものである
が、おやつのとり方によっては大切な食事
がおいしく、しっかり食べられない弊害も
あることを知り、おやつのとり方について
見直す機会とする。

●文部科学省「食生活学習教材」

学校で
①家族と一緒に調べた自分のお
やつのとり方について気のつ
いたことを２に書く。

②１日のちょうどよいおやつの
量の組合せを考える。

家庭で
①家族と一緒に表に記入しながらおやつ
の量や食べる時刻について振り返る。
＊家族からおやつを与えられることが多
いので、内容、量、時刻等について、
児童と保護者が一緒に考える機会とす
る。

家庭で
①家族と一緒に、体によいおやつのとり方を考え、１
日のちょうどよいおやつの量の組合せを考える。

②実態に応じて実践のめあてを考え、３のおやつのと
り方について気をつけようと思うことを書く。

③家族に学校で学習した様子を伝え、「おうちの人か
ら」を記入してもらい提出する。

●おやつ調べは、保護者の協力の
もと、３日程度の記録をとるよ
う依頼する。
　記録は、この学習に入る前で
も学習中であっても差し支えな
い。
●夕食直前、夕食後、就寝直前
等におやつを食べないよう、お
やつの役割について指導し、食
べる時刻を工夫するよう指導す
る。

●配慮事項
　おやつを与えない家庭があるこ
とを配慮する。



解説

◎おやつの写真例示は、量的に十分把握で
きにくいため、次も参考にする。
　　ただし児童には、●１個分が適量のお
やつとして●に換算し、数字による指導
は控える。

ヨーグルト １カップ 140kcal
炭酸飲料 350  180kcal
缶コーヒー 250  120kcal
アイスクリームカップ 150kcal
板チョコ １枚 390kcal
アーモンドチョコ ６粒 160kcal
ドーナツ 190kcal
チーズバーガー 300kcal
ジャムパン 240kcal
スライスフライドポテト 90  500kcal
まんじゅう 100kcal
ガム ７枚 50kcal
シュークリーム 小 160kcal
大福餅 １個 160kcal
ぶどう 小１房 50kcal
いちご ６個 50kcal
柿 １個 100kcal
なし １個 150kcal
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①子どもは胃袋が小さく、消化吸
収能力も発達途中で、三度の食
事だけでは必要な栄養が整わな
い。おやつはこうした栄養を補
うものである。

②遊びに疲れた体に休息
を与える大切なものであ
る。

③生活リズムを整え、味覚を
育てるだけでなく、楽しい
くつろぎの時でもある。



解説

ねらい
●健康な体をつくるために、好き嫌い
なく、何でも食べようとする意欲を
高める。

家庭に期待すること
●バランスのとれた食事をすることの
大切さを知らせるとともに、子ども
の日々の食事を、好き嫌いがないか、
栄養のバランスがとれているか、と
いう視点で見直す機会とする。

①好きな食べ物、苦手な食べ物は、食品名
でも料理名でもよい。
②好きな食べ物、苦手な食べ物がないとい
う児童は、無理に書かせなくてもよい。

①食品と料理の違いについて、事前に説明
しておく。
②個人作業をした後、学級全体で、黒板に
図を張り出して確認したり、一斉に確認
しながら作業したりして、分類の共通化
を図る。

栄養教諭・学校栄養職員等とのＴ・Ｔ
①２．の食品のグループ分けをした図の中
で、好きな食べ物、苦手な食べ物が、ど
のグループに入るか、各自が考えた後、
学級の傾向を見る。

②今日の給食の献立の内容と関連させなが
ら、全国的な児童の傾向である野菜嫌い、
魚嫌いに焦点を絞って、野菜や魚が食べ
やすくなるような学校給食の工夫につい
て、栄養教諭・学校栄養職員等に説明し
てもらう。

①食品群の図を拡大し、数枚コピーして児
童に渡す。
②学校での学習をもとに、家の食事をグ
ループ分けしてみるように伝える。

家庭で
①家庭で、自分の好きな
食べ物、苦手な食べ物
について家族と一緒に
調べ、「好きな食べ物・
苦手な食べ物調べ」に
記入して持ってくる。

学校で
①給食の献立に出ている食品を３
つのグループ（赤；主に体をつ
くるもと、黄；主にエネルギー
のもと、緑；主に体の調子を整
えるもと）に分類し、自分の好
きな食べ物・苦手な食べ物がど
のグループに入っているか、色
鉛筆で○をつけて確認する。
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解説

給食との関わり
●授業を行う日の給食の
献立を用いて、３つのグ
ループに分けさせる。
　また、献立の中から、
食べやすいよう味付けし
たり、工夫したりしてい
ることを話し、学習後に
実際に意識しながら食べ
る。

家庭で
①学習の様子を伝え、夕食
の食品のバランス調べを
する。
　終了後、｢家族の人か
ら」を書いてもらい、提
出する。

学校で
②３つのグループの食品をバランス
よく食べることが健康につながる
ことの説明を聞く。
③給食では、苦手な食品でも食べや
すくなるように味付けや調理方法
を工夫していることを知る。
④学習して分かったこと、思ったこ
とをノートに書く。

①授業当日の夕食をグループ分けした後、
家の人と食事のバランスなどについて話
し合うよう、児童に指導する。
②保護者にも学習内容を伝え、協力を依頼
する。
③３つのグループのそれぞれで、複数の食
品をとることが、バランスがよいことを
基準に評価させる。

※本学習の直後だけでなく、期間をおいて
調べることによって、食品のバランスを
再確認することも考えられる。

食事バランスガイド

●バランスガイドの内容については、紹介
程度に留め、あまり深入りしない。
●保護者には、学級通信等で紹介し、食事
のバランスを考える際の参考としてもら
う。
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解説

ねらい
●食事のマナーや食べ方に気をつけ、
互いに楽しい雰囲気の中で、食事を
とることができるようにする。

家庭に期待すること
●食事のマナーの大切さを話し合い、
家族で、食事のマナーに気をつけ合
いながら食事をとることができるよ
うにする。

　食事のマナーを身につけることによ
り、互いに気持ちよく食事をとること
ができるようになることを意識し、継
続的な支援を行うようにする。

学校で
①“食べ方チェック”
　自分の食べ方を思い出し、「できている」
と思ったら、枠の中に○をつける。

発展的な学習として（例）
　はしの持ち方を考える。
・はしの役割について話し合う。
・いろいろなはしの扱い方に挑戦してみる。

②食事のマナーや食
べ方などの中で自
分で気をつけよう
と思うことを決め
る。

★よいしせいでの食事

　見た目に美しいだけでなく、食べた物の
消化もよくなる。

★あいさつの大切さ

　食材への感謝の気持ち、料理をつくって
くれた人への感謝の気持ちを育む。

★はしの使い方

　正しいはしの扱い方を身に付けることに
より、“日本の食文化”を大切にする態度
を養う。

★食器を持つ

　茶碗の持ち方に気をつけることにより、
ご飯・汁ものなど一品一品を大切に扱おう
とする心情を育む。

★交互に食べる

　一品だけを食べるのではなく、ごはんと
おかずを交互に食べる食べ方により、栄養
のバランスをとることができる。
　“日本の食文化”を大切にする態度を養う。

15



解説

家庭で
①家族で食事のマナーの大切
さについて話し合う。
②家庭で取り組める食事のマ
ナーについて話し合う。
③実際に家族で取り組んでみ
て、家族の人に感想を記入
してもらい、ノートを提出
する。

食事
①自分で決めたことを、実際に行って
みる。
②食事を終えたら、振り返って○をつ
けてみる。

※「とてもよくできた」と思ったら◎
にしてもよい。

③取り組んだ後、感想などを書く。

給食との関わり
●互いに食事のマナーや食
べ方に気をつけることに
より、気持ちよく食事が
できるようになることを
体感する。

はしの歴史

※７世紀頃に、中国から日本に箸が伝来し
てきたと言われており、聖徳太子が日本
で初めて「箸食（はししょく）制度」を
朝廷の儀式で採用したという記録が残っ
ている。一般的になったのは８世紀頃に
なってからのようである。

はしの機能

○つまむ
○はさむ
○ほぐす
○はがす
○すくう
○のせる
○くるむ
○運ぶ
　つまむ、はさむなどが上手く扱えること
は、微妙な指の使い方や力加減などの操作
能力が高まることにもなる。
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解説

ねらい
●自分が住む地域でとれた食材や
食品調べ等により、郷土への誇
りと関心がもてるようにする。
●地域でとれた食材や食品につい
ての話を聞くことにより、作っ
ている人の苦労などを知り食べ
物を大切にする気持ちを育てる。

家庭に期待すること
●家庭で食べている地域でとれた
食材や食品を調べ、関心をもつ
ことにより、利用する機会が増
え、食生活に関心をもつととも
に、郷土を見直す機会とする。

学校で
①食べ物ビンゴケームをし、地域でと
れる食材や食品を確認する。

②地域の方や栄養教諭・学校栄養職員
等に講師になってもらう等により、
給食で使用している地域でとれる食
材や食品について話を聞く。

家庭で
①地域でとれる食材
や食品を調べ、食べ
物ビンゴのますに食
材や食品の名前を書
く。

①地域でとれる食材や食品の名前を家族の
人と一緒に記入するよう指導する。
②（　　）の中には自分たちの住んでいる
地域（市町村名）を入れること、食品に
は地域で生産された加工品も含まれるこ
とを事前に伝えておく。
加工品の例…あごのやき、津田かぶ漬、味

噌、干し柿、干しカレイ、ハ
ム、ソーセージなど

③「食べ物ビンゴゲーム」をすることによっ
て、地域でとれる食材や食品を確認する。

①地域の生産者の方に、講師になっていた
だき、その食品を作る過程やその間の苦
労、または喜びを話してもらうことなど
により、その食品についての関心や地域
への愛着が高まることを期待する。
※給食で使用している食品が望ましい。
②栄養教諭・学校栄養職員等には、その
食品を給食でどのように利用しているの
か、どんな工夫をして美味しい給食にな
るよう努めているのかなど、献立を作成
したり実際に調理したりする段階の話を
してもらう。
※地域と給食とのつながりを実感できるよ
うにする。

高学年で学習する「日本の伝統的な食事を
学ぼう」と関連する内容があることを踏ま
えて指導する。
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解説

家庭で
①学校で学習した様子を
受けて、家庭でも地域
でとれる食材や食品を
使って調理する。

②「家族の人から」を書
いてもらい提出する。

給食の時間
①地域でとれる食材や食品を利用した給
食を一緒に食べる。
②地域でとれる食材や食品について分
かったことや、給食を食べた感想など
を書く。
③今まで学習した様子を家庭に伝える。

給食との関わり
●機会をとらえて、地域で
とれる食材や食品につい
て問いかけていく。

給食で実施している地域でとれる食材や
食品を利用した献立のレシピ等を、家庭へ
伝えることなどにより、実際に家庭でも調
理をしてみようという働きかけも大切であ
る。
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解説 ①表中「たべもの」の、野菜、肉・魚の（　）に給食に
出た食材を記入する。

②食べる前にかむ回数を予想して回数を記入し、その後
実際に食べてかんだ回数を記入する。

●給食の様子をビデオに撮影し、かむことを意識してい
ないときに何回かんでいるか確認する方法もある。

解説

ねらい
●かむことの大切さが分かり、意識してよくかんで食べようとす
る意欲をもたせるようにする。

家庭に期待すること
●かむことの大切さを知らせ、よくかむことを習慣づける。

給食の時間
①給食の時間に普段通りにか
むと何回かむか予想する。
②かんだ回数を数えて記録す
る。
③目標を決めてかむ回数に
チャレンジする。

ひまんの予防
＊栄養がはやく体の中に取り入れられ、脳
から「おなかがいっぱいになった」とい
う合図が送られて食べ過ぎを防ぐ。

みかくの発達
＊食べ物が細かく砕かれ、味

み

蕾
らい

が味を
キャッチしやすくなる。

ことばの発音はっきり
＊あごが発達し、歯が正しく生え揃う。ま
た噛み合わせがよくなるので正しい口の
開き方や発音ができ、はっきりとした発
音ができるようになる。

のうの発達
＊脳を流れる血液の量が増えて、脳の働き
が活発になる。

はの病気の予防
＊唾液がたくさん出て口の中をきれいに
し、むし歯や歯肉炎などを防ぐ。

がんの予防
＊唾液が食べ物とよく混ざり、発ガン物質
の毒消しになる。

い腸快調
＊唾液がよくでて消化吸収率を高め、胃腸
の働きを活発にする。

ぜん力投球
＊健康な歯の土台が作られ、しっかり歯を
くいしばることができるので、力を発揮
できる。
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解説

家庭で
①かむことのよさを家
族に知らせる。

②家族のかむ回数を調
べる。

③家族の感想を書いて
もらう。

学校で
①かむことの効用を知る。「２よ
くかむとこんないいことがある
よ」の□に字を入れ、ことばを
つくる。
②感想を書く。

なぜかまなくなったのでしょう
①忙しい生活（ゆっくり味わう時間がない）
②かむことの体験不足（学習によって獲得
する「かむ」ことの体験が乳幼児期に不
足）
③食欲がない（空腹体験が乏しく、食べる
意欲・かむ意欲が育たない）
④食べ物が柔らかくなった（かまなくても
食べられる）
⑤食生活の変化（日本食に比べてかむ回数
が少なくても食べられるものが多い）

①食べ物の欄には、夕食の食材（献立）を
記入し、家族名のところは、一緒に食べ
た人の名前を記入し、かんだ回数を記入
する。

※かむ回数は１口「30回」が目標
　唾液の分泌（消化・発ガン物質の毒消
し）、食べ物の味がよく分かる、脳への
よい刺激などから考えて、１口30回を
かむことが望ましいと言われている。

※１日に出る唾液の量
　大人の人間（体重65 ）　約１～1.5
　牛　　　　（体重600 ）　約200

　全身の健康への影響は、２「よ
くかむとこんないいことがある
よ」の内容と関連づける。

20



解説

ねらい
●自分の朝食のとり方を見直し、より
望ましい朝食をとろうとする。

家庭に期待すること
●朝食の重要性を認識し、栄養のバラ
ンスのとれた朝食を習慣化する。

①評価については、自分の朝食を振り返る
ために行うことを十分説明し、友達と比
べないことを確認する。

【朝食の記録表について】
　家庭で調べる前に、表の記入の仕方につ
いては、右記の評価基準を具体的に説明し
ておく。

　ブレインストーミングとは、ブレイン（頭
脳）＋ストーミング（嵐）という単語の組
み合わせで、発想が嵐のように頭を駆けめ
ぐるように、数多くのアイデアや意見を出
し合うという集団思考法のひとつである。
行う際には、次のようなルールを設定して
行う。
１．本当にできるかどうかは考えない。
２．出されたアイデアから連想してよい。
３．できるだけたくさんの考えを出す。
４．出されたアイデアに対して批判やコメ
ントをしない。

まとめ方
１．ブレインストーミングで出た意見を参
考に、不足していることは付け加えをし
て、朝食を食べることが重要である理由
を確認する。
２．朝食の必要性については、資料編Ｐ33
を参照。

家庭で
　２～３日間の朝食記録
を書く。
　日数については、学
級の状況に応じて設定す
る。

学校で
①朝食の評価方法について説明す
る。
②自分の朝食の評価をする前に、
朝食を食べる利点についてブ
レインストーミング等の方法を
用いて自由に考えた上でまとめ
る。
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解説

給食との関わり
●給食の時間に、栄養のバ
ランスがよく考えてある
給食のメニューについて
ふれる。

家庭で
①学校で学習した様子を伝
え、「家族の人から」の
欄を記入してもらい、提
出する。

学校で
③評価基準に基づき「私の朝食記録」
を評価し、評価が低かった時の朝
食の内容を記入する。その朝食が
バランスのとれた朝食になるよう
工夫点を記入する。
④学習を振り返って、朝食をしっか
り食べるために自分ができること
を書く。

　朝食記録の内、得点の低かった朝食の内
容を、朝食の評価基準に照らし合わせ、炭
水化物、カロチン、ビタミンＣ、たんぱく
質、無機質の中で不足しているものはない
か、チェックする。そして、問題点やもっ
とよくするには、どうするか考え、バラン
スのとれた朝食を作ってみる。

朝食の評価基準…10点
１「米、パン、めん」の炭水化物の食品を
とっていれば ＋４点
２「緑黄色野菜」のカロチンを含む食品を
とっていれば ＋２点
３「緑黄色野菜以外の野菜や果物」のビタ
ミンＣを含む食品をとっていれば ＋２点
４「肉、魚、卵、大豆、大豆製品」のタン
パク質食品をとっていれば ＋１点
５「牛乳、小魚、海草類」の無機質を含む
食品をとっていれば ＋１点
６「その他」については点数を加点しない。

　評価は、自分で自分の朝食を振り返り、
良いところ、改善した方がよいところを見
つけるために行うことを、十分理解させた
上で行う。

※朝食だけでなく、給食を含め、一日の栄養
バランスについて考えさせることが大切で
ある。
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解説

ねらい
●今までの給食を振り返り、話し合い
活動・実践活動を通して、楽しい会
食を企画・運営する態度を育成する。

家庭に期待すること
●楽しい家庭での食事について、子ど
もと一緒に考えたり、話し合うこと
により家庭でも実践できるようにな
る。

①給食の時間の楽しかった思い出を３項目
程度挙げるようにする。
　※ブレインストーミングなどの方法を用
いると効果的である。

②中学年「６　みんなで食べよう、楽しく！ 
おいしく！」において学習した内容を生
かすようにする。
　※食事のマナーや食べ方

③子どものアイデアを生かすようにしなが
ら、衛生的な面、準備・片付けなどの時
間的な面などからアドバイスを受ける。
　※事前の打ち合わせを行うことが重要。
　※話し合いの活動に、栄養教諭、学校栄
養職員、調理員などに参加してもらう
と、より効果的。

学校で
①楽しかった思い出
　給食の時間を振り返って楽しかった思い出をノートに記入する。
②みんなで楽しい会食を考える。
　・グループで楽しい会食について話し合う。
　・グループでの話し合いをもとに学級全体で考える。
③具体的な計画にするために、栄養教諭、学校栄養職員、調理
員などのアドバイスを受ける。
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解説

給食との関わり
●学習から学んだことを生
かして「楽しい会食」を
企画・運営することで、
「楽しい食事の５つのポ
イント」の重要性を一層
深めていくようにする。

家庭で
①家族の人に、「楽しい食事の
５つのポイント」を紹介し、
家庭で取り組める内容を話し
合う。
②家族で取り組んでいる内容な
どを記入してもらう。

会食
①自分たちで企画した会食をみ
んなで協力して運営する。
②会話のはずむ会食になるよう
に心がける。
③会食を振り返って、感想など
を記入する。

　「楽しい食事の５つのポイント」につい
て、家族で話し合い、家庭の食事について
振り返ってみる。

①家庭において心がける項目について確認
する。
②心がける項目について、できた度合いに
よって、「☆のマーク」を塗りつぶす。
　（６については、家庭で決めた項目を
記入し、取り組むようにする。）

　※実施日については、相談して決める。
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解説

ねらい
●文化としての伝統の食事を大切に
する心を育て、豊かで健康的な食
事をしようとする意欲を高める。

家庭に期待すること
●日本食の良さを見直したり、食
文化を大切にしたりすることを
知らせることにより、健康的な
食事内容を考える契機とする。

学校で
①家庭で、行事食、郷土料理に
ついて調べたことや分かった
ことなどをまとめ、発表する。

家庭で
①どのような行事食、郷
土料理があるか、また
そのいわれなどについ
て調べる。（家族と一
緒に調べてもよい）

①家族の人に聞いたりすることにより、地
域に伝わる行事食、郷土料理について調
べるようにする。
②どんなときに食べるのか（食べる場面）
については、行事（特別な日）などに関
連づける。

行事食の例
【ひなまつり】
　上巳の節句、桃の節句とも言われ、ひし
もち、ひなあられ等で祝う。
　ひしもちの三色には桃の花の赤、雪の白、
新しい芽の緑という春を表す意味がある。
　ひなあられは、洗い流しの飯で乾飯を
作って保存し、正月餅の切れ端とともに
炒って供えてきた。母親の知恵と心遣いを
娘達に伝えようとしたものである。
【端午の節句】
　もと中国の行事。軒に菖蒲やよもぎをさ
し、ちまき、柏餅を食べることによって邪
気をはらうことを願ったものである。

郷土料理の例
　「食つづり」（島根県健康福祉部健康推進
課・島根県食生活改善推進協議会発行：島
根県ホームページに掲載）や「島根の農業」
（ＪＡ島根中央会発行）などを参考にする
のもよい。

　中学年で学習した、「食べてみよう！ 地
域でとれる食材や食品」と関連が出てくる
場合が考えられるので、その際は、以前の
学習を振り返るなど、系統的な学習になる
よう配慮する。
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解説

家庭で
①学校で学習した様子を
伝え、「家族の人から」
を記入してもらい提出
する。

給食の時間
①食べた行事食、郷土料理について、
栄養教諭・学校栄養職員等からそ
のいわれ、栄養面等について話を
聞く。
②給食で行事食、郷土料理を一緒に
食べ、献立名や材料、感想を書く。

給食との関わり
●給食の時間に、給食メ
ニューに行事食や郷土料
理が出た場合等をとらえ
て、日本の伝統的な食事
について確認する。

①栄養教諭・学校栄養職員や地域の郷土史等の
専門家に講師になってもらうなど、地域に
密着した行事の話を聞くことによって、よ
り身近な学習となる。

②行事食は、季節の節目に子どもの成長や家族
の幸福・健康、食物の豊作などを願い、祝っ
た行事に併せて伝えてきた食事である。健
康への先人の知恵が込められていることも
理解させたい。

③郷土料理は、四季の自然の恵み（地域の産物）
を生かし、先人の元気に生き抜く知恵と工
夫で生み出されたものであり、郷土の特色
を生かした料理であることを理解させたい。

④地域の行事食や郷土料理を学習する中で、発
展的に日本や日本以外の国の伝統的な食事
との違い等について扱うことも可能である。

※給食で、日本以外の国の料理を取り入れてい
るところもある。

　行事食や郷土料理を取り入れた給食の献立の
レシピや、親子で簡単に手作りできる行事食の
レシピを家庭へ伝えることなどにより、実際に
家庭でも調理をしてみようという働きかけも大
切である。
（例）
　七夕のそうめん
　お月見団子
　節分の炒り豆など

　「マゴワヤサシイ」は、現在の食事の中で、
不足しがちな食品、積極的にとりたい食品「㋮
メ、 マ、㋻カメ、㋳サイ、㋚カナ、㋛イタケ、
㋑モ」の頭文字を続けたものである。日本型の
食生活を心がける上で、一つの手がかりとなる
ので、学習の中で触れるのもよい。

参考

ゴ
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ねらい
●自分の食生活について振り返り、健康な食
生活に気をつけようとする態度を育てる。

家庭に期待すること
●食の学習ノートや家庭科等の学習をとおし
て学んだことが、児童の自律に向け日常の
生活に生かせるよう協力する。

学校で
①朝食と昼食に何を食べたかを思い出し、１の表に書く。
②１日の食事の栄養のバランスや食品の数などを考え、
夕食の献立を考える。
③チェック表を見て感想を書く。
④食の学習ノートや家庭科等で学習した内容を思い出
し、自分の食生活を振り返る。（何回かチェックして
食生活の変化を見る）
⑤自分の良いところや直したいところを書く。

解説

●５・６年生の家庭科学習や食の学習ノー
トのもくじの食品分類表などを参考にす
る。

食事の衛生について
●食の学習ノートの総まとめとして、食事
の衛生（食中毒の防止）についても理解
させ、食中毒予防のための行動がとれる
ようにする。裏表紙の資料参照。

　食中毒とは？
　病原性微生物や有害な化学物質、有害な
成分を含む食品や飲料水を摂取しておこる
急性の健康障害です。

　家庭での食中毒も多く発生していること
から、食中毒予防のための行動について、学
習したことを家族に伝えるよう、指導する。
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解説

●１回目はチェックの色を赤、２回目は青
というように工夫し、食生活の変化が分
かるようにする。

家庭で
家族に学校で学習した様子を伝え、「家族
の人から」を記入してもらい提出する。
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29

── 資料１ ──



30

── 資料２ ──

　「児童生徒の生活習慣改善推進事業」とは、子どもたちに健康三原則「適度な運動」「十分な休
養と睡眠」「バランスのとれた食事（栄養）」を奨励することによって、生活習慣を見直し、子ど
も一人ひとりに規則正しい生活リズムを身に付けさせ、心身ともに健康で生き生きした生活がで
きるようにするための取組です。
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── 資料３ ──



県民一人ひとりの
「食べる知恵」「感謝の心」等を身につけ、
健全な食生活が実践できるよう「生きる力」を育む

家　庭
＜学校

・幼稚園、保育所、公民館等＞

＜地域社会全体＞＝地域力世代間交流

食文化の伝承
（ふるさと教育）

堆肥、再利用
（環境教育）

環境を考えた
循環型システム

食農・食漁教育
（農林水産物の栽培・収穫）

食に関する指導
（健康観を育む）

栽培等体験活動の実践、
生産者との交流

栄養指導、衛生指導、食事指導、
料理体験、食の学習ノートの活用

食品加工・市場等
（情報へのアクセスの場、

流通の場）

安全安心な
農林水産物・畜産物

地産地消の推進

トレーサビリティ・ＧＡＰの
促進エコロジー農業の推進

適切な
情報提供

32

── 資料４ ──

○計画策定の趣旨
　県民一人ひとりが、「食」に関する知識と「食」を選択する力、食べる知恵等をもち、地域の産
物や食文化について理解を深め、健全で豊かな食生活を送ることができる能力を育むために、島
根の風土、自然環境、地域で活躍する高齢者や地区組織等の島根を支える力（地域力）を生かし
た島根県らしい食育の推進に関する施策を、総合的かつ計画的に推進するため島根県食育推進計
画を策定する。

○計画の期間
　平成19年度から平成23年度の５年間

○食育の推進に関する目標・評価指標（一部抜粋）
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── 資料５ ──



必ずとる　　　たいていとる　　　とらないことが多い　　　全く、または、ほとんどとらない

520

500

480

460

440

420

（得点）

小５ 小５ 小５ 小５ 中２
中２中２中２中２ 英

語
理
科

算
数

社
会

国
語

（参考資料：国立教育政策研究所「平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査」

（参考資料：文部科学省　委嘱調査報告書「義務教育に関する意識調査」（平成17年度）

（参考資料：厚生労働省「児童環境調査」（平成13年度以前）、「全国家庭児童調査」（平成16年度）

いっしょに朝食をとる人

家族そろって夕食をとる頻度

小学生

中学生

昭和51年

平成３年

平成８年

平成13年

平成16年

親といっしょに

46.4 26.8 20.1 6.0 0.7

32.0 19.8 41.6 6.1 0.5

自分ひとりで その他
無答・不明子どもだけで

（きょうだいといっしょに）（％）

（％） 毎日 週４日以上 週２～３日 週１日だけ ほとんどない

不詳
36.5

31.5

30.8

31.6

25.9

21.8

21.0

19.9

17.1

19.1

24.2

29.6

30.4

31.2

36.3

11.3

11.5

10.8

10.8

10.6

6.2

5.7

7.3

7.3

7.0

0.7

0.8

2.0

1.1

必ずとる 509 511 510 514 510 514 509 515 513
たいていとる 479 482 478 474 476 476 479 472 477
とらないことが多い 453 458 451 453 446 451 450 451 455
全く、または、ほとんどとらない 439 452 433 446 434 447 442 441 450
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── 資料６ ──

毎日朝食をとる子どもほど、ペーパーテストの得点が高い傾向



１　食事を楽しみましょう。

２　１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを。

３　主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

４　ごはんなどの穀物をしっかりと。

５　野菜・果物、牛乳・乳製品、、豆類、魚なども組み合わせて。

６　食塩や脂肪は控えめに。

７　適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を。

８　食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も。

９　調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく。

10　自分の食生活を見直してみましょう。
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── 資料７ ──



── 資料８ ──

すききらいせず、三
さんど

度の食
しょくじ

事をバランス良
よ

く
いろいろな食品を組み合わせて食べることで、必要な栄養素をとることができます。
また、「主食・主菜・副菜」がそろうことで栄養のバランスが良くなります。好き嫌いしないで、
毎日の食事でバランスの良い食事をとろうとする意識を持つことが大切です。

子
こ

どもの時
とき

から噛
か

む習
しゅうかん

慣を身
み

につけよう
よく噛むことは、食べ物の消化・吸収を助ける働き、あごや骨を強くする働き、脳の働きを
活発にする働きなどがあります。よく噛む習慣を身につけて、「ひみこのはがいいぜ」

野
やさ い

菜を食
た

べて、体
からだ

いきいき
野菜には、ビタミンやミネラル、食物繊維が豊富に含まれています。体の調子を整え、病気
に負けない体をつくります。

カルシウムをしっかりとって、強
つよ

い歯
は

、丈
じょうぶ

夫な骨
ほね

カルシウムは成長期には欠かせない栄養素であり、意識してとらないと不足しがちです。カ
ルシウム源である小魚や牛乳・乳製品等をしっかり食べると、歯や骨が丈夫になります。

しっかりと毎
まいにち

日食
た

べよう朝
あさ

ごはん
朝ごはんを食べることで、脳や体が目覚め、体のリズムを整えます。やる気と集中力アップ
のためにも朝食は大切です。一日のスタートは朝ごはんから。

まもろうね、おやつの時
じかん

間とおやつの量
りょう

おやつを食べ過ぎると、脂肪分や塩分のとり過ぎや、必要以上のエネルギーを摂取すること
になり、肥満の原因にもなります。また、おやつを食べる時間が不規則になると、食事が食
べられなくなり、食事とおやつのバランスが悪くなります。おやつは、時間と量、食事との
バランスに配慮することが大切です。

寝
ね

る前
まえ

に食
た

べ過
す

ぎないように気
き

をつけよう
睡眠中は活動量が少ないので、食べ過ぎによる余分なエネルギーは脂肪として体内に蓄えら
れ、肥満の原因にもなります。睡眠中は胃も休んでいますので、消化しきれないまま朝をむ
かえると、朝ごはんも食べにくくなります。

伝
つた

えよう郷
きょうど

土の料
りょうり

理、大
たいせつ

切にしよう家
かてい

庭の味
あじ

郷土料理には、四季折々の恵みを大切にし、元気に生き抜く知恵がつまっています。郷土料
理が家庭の食卓にのぼる機会を増やし、食文化を大切に受けついでいきましょう。

心
こころ

と体
からだ

においしい食
しょくじ

事、楽
たの

しい食
しょくじ

事
人にとって食べることは、本来、楽しみであり、おいしい食事を楽しく食べることで、気持
ちが豊かになり、生活に豊かさを感じることにつながるでしょう。



学 校 名

「まめなくん」
島
しま

根
ね

県
けん

で進
すす

められている健
けんこう

康で長
なが

生
い

き日
に

本
ほんいち

一をめざす、「健
けんこう

康長
ちょうじゅ

寿しまね」
のマスコットキャラクターです。

小学校




